




































The Settlement of Pasture Conflicts between the Tüsiyetü Qan Ayimaγ and Sayin 
Noyan Ayimaγ in the Outer Mongolia during the Qing Period: The Demarcation 
Process of the Border from the 41-st Year （1776） of Qian Long 乾隆 Period until 





2.  乾隆 37（1772）年のシレー・ノール会盟における両盟の牧地分配
3.  牧地紛争の勃発
4.  ウリヤスタイ将軍衙門による処理 
4.1.盟長から大臣ベチンゲ、ウリヤスタイ将軍へ 
4.2.ウリヤスタイ将軍バトによる処理と両盟・旗の境界画定







































































































書が 13通、同治年間の文書が 2通、光緒年間の文書が 1通ある。このうち、左翼前旗とウール




史料②と略称する）。後述する本稿の地図 2（注 13）と地図 3（注 14）は文書館所蔵のものである。
また、宣統元（1909）年のサイン・ノヤン部の牧地図（地図 4）（注 15）及び共戴 3（1913）年の
サイン・ノヤン部ウールド前旗の牧地図等は図書館所蔵のものである。なお、Heissig氏の地図
集『Verzeichnis der Orientalischen Handschriften in Deutschland・Supplementband 5,2: Mongolische Ortsna-


























































































































































　ここから、バトは実際には乾隆 46年 7月 7日に下された免職の命令を 7月 15日に受け取った































































































































































































































































フ・ボラク［yeke bulaγ］の下流のオンゴン・トロガイに 1つのオボー、イフ・ホジルト［yeke 
quȷ̌irtu］の水に沿い、オラーン・ハガラガ山のセンジトゥ［sengȷ̌itü］（岩）の末（にある）バ
ガ・ヨロ［baγ-a yolu］という岩の高地に 1つのオボー、センジトゥ（岩）の峠に 1つのオボー、
同（オラーン）ハガラガ（山）のズーン・オチョン・チョローを越え、ゲルセン・チョロー





ウルン［sira ülüng］を通過し、ズーン・ハブチル［ ȷ̌egün qabčil］の東南ウンドゥル・オラー





































































































［qamar-un nakiu］のバローン・ウンツゥク・ドボゴル［baraγun öngčüg dobuγur］に 1つの標
識、ツァガーン・トロガイ［čaγan toluγai］（山）頂のウンドゥル・チョロー［öndür čilaγu］の
東北へ下り、（4）オラーン・ハガラガ山の頂に 1つの標識、これより南側の（5）オラーン・
ハダ［ulaγan qada］（山）の西谷の端であるナヒオのバローン・ドボゴルに 1つの標識、 
（6）ウンドゥル・オラーン［öndür ulaγan］（山）のズーン・フトルのズーン・ウンドゥル・ハ
ダト・ドボゴル［ ȷ̌egün öndür qadatu dobuγur］に 1つの標識、ゲルセン（チョロー岩）の西端
にある 2つのハダト・ドボゴル・チョロー［qadatu dobuγur čilaγu］のズーン・ドボゴル［ ȷ̌egün 
dobuγur］の西端を経て、（7）ヌドゥン・ウブルジュー（山）の西フトルのバローン・ウン
ドゥル・ドボゴル［baraγun öndür dobuγur］のバローン・フトルに 1つの標識、（8）オラーン
チョロート（山）の西麓にある泉のズーン・オリド・ウンドゥル［ ȷ̌egün uridu öndür］山の頂




















































































































トはジョーオド盟バーリン右旗旗長多羅郡王である（［包 1995 : 330］参照）。














（13） この地図は史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.13,乾隆 54（1789）年の文書中に同封されている。なお、筆者が史料
② : 864/96（共戴 3年）を参照して本地図に幾つかの山等を付け加えた。
（14） 史料② : Ф.M–9,T.3,XH.5286,H.7,同治 7（1868）年。この地図の原文は破損しているため、筆者は、同地図上
のオボー名が明記された付箋（既に地図から剥がれている物）と同治 7年 4月 1日にトシェート・ハン部左
翼前旗輔国公ツェデンソノム、協理台吉サンドブドルジらがこの地図を盟長に提出した際に同封した牧地文
書（史料① : Ф.M–9,T.3,XH.5286,H.8,同治 7年）に基づいて欠如した部分を書き加えた。具体的には、地図 3
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における 1のオボー名全体、2の yin ̌ȷegün、4の obuγ-a、5の baraγun dobuγur-un obuγ-a、6の öndür、8のオボー
の ulaγangčilaγutu-yin emün-e öndür、そして 9と 10のオボー名全体を補った。
（15） 本牧地図のスキャナー複写は、内蒙古師範大学のナスンダライ先生から提供していただいた。ここで衷心よ
り感謝の意を表したい。
（16） ［岡 1988a : 18］参照。
（17） ［包 1995 : 719–721］参照。
（18） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.383,H.6,乾隆 44（1779）年と Ф.M–9,T.3,XH.383,H.8,乾隆 44年。
（19） ［ ］は地名等のモンゴル語ローマ字転写を示す。その他、…は省略、（ ）は筆者による補記、下線は筆者が
強調のために引いたものをそれぞれ示す。
（20） 史料① : Ф.M–9,T.1,XH.437,XT.258a-265b,乾隆 54（1789）年、Ф.M–9,T.3,XH.984,H.15, 乾隆 58（1793）年等。
（21） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.85,H.1,乾隆26（1761）年、Ф.M–10,T.2,XH.905,H.4,乾隆41（1776）年、Ф.M–9,T.3,XH.442,H.4,
乾隆 45（1780）年等。
（22） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.301,H.3,乾隆 41年。
（23） 彼（1762–1780年）以降の旗長は、パクバジャブ（1780–1786年）、チバクジャブ（1787–1798年）、サンドブ
ドルジ（1799–1803年）、バルドルジ（1804–1841年）、ドンスルンドルジ（1841–1850年）等である。［包
1995 : 554–557］、［Шархүү1984 : 162］、［Сономдагва 1998 : 66］参照。
（24） トシェート・ハン部右翼左旗旗長、同部盟長（1765–1777年）であった。［包 1995 : 511］、［Сономдагва1998 : 8］
参照。
（25） 文書から、トシェート・ハンのツェデンドルジが副盟長であったと推定できる。
（26） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.301,H.3,乾隆 41（1776）年。
（27） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.345,H.1,乾隆 43（1778）年。
（28） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.383,H.6,乾隆 44（1779）年。
（29） トシェート・ハン部トシェート・ハン旗旗長、同部盟長（1777–1783年）であった。［包 1995 : 511–512］、
［Сономдагва1998 : 8］参照。
（30） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.301,H.3,乾隆 41年、Ф.M–9,T.3,XH.345,H.1,乾隆 43年。
（31） 任命期間は乾隆 27～同 51年である。［包 1995 : 718–719］参照。
（32） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.383,H.6,乾隆 44年。
（33）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.383,H.8,乾隆 44年。
（34）［岡 1988a : 22］参照。
（35）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.6,乾隆 45（1780）年。




（38）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.6,乾隆 45年。
（39）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.6,乾隆 45年。
（40）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.6,乾隆 45年。
（41） 本文書の前の部分が欠如しているが、史料① : Ф.M–9,T.1,XH.405,XT.109a–112b,乾隆 53（1788）年に引用され
ている本文書の内容から差出人がウリヤスタイ将軍バトらだと推定できる。
（42） 彼（1778–1788年）以降の旗長は、ツェレンドルジ（1788–1791年）、ポンチョク（1791–1798年）、ドルジバ
ル（1799–1817年）、ツァクドルジャル（1817–1879年）等であった（［包 1995 : 800］、［Шархүү1984 : 135–
136］、『欽定外藩蒙古回部王公表傳』 : 673（以下『王公表傳』と略する）、［Сономдагва1998 : 226］参照）。な
お、いずれの参照文献においても、旗長の任期が異なっており、ここでは［包 1995］に基づいた。
（43）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.13,乾隆 45年。
（44）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.14,乾隆 45年。
（45）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.407,HT.103a–115a,乾隆 53年。
（46）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59（1794）年
（47）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.442,H.18,乾隆 45年。
（48）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.37,乾隆 46年。
（49）［包 1995 : 761］、［Шархүү1984 : 142］と『王公表傳』 : 664参照。
52 チョウルモングリル：清代外モンゴルにおけるトシェート・ハン部、サイン・ノヤン部間の牧地紛争処理
（50）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.23,乾隆 46年。
（51）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.23,乾隆 46年。
（52）2人の人物の詳細は不明。
（53）［岡 1988b : 21］によると、バトの後任は満洲鑲黄旗人の慶桂であった。
（54）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.8,乾隆 46年。
（55）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.23,乾隆 46年。
（56）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.187,HT.7a–7b,乾隆 46年。
（57） 本文書には、差出人と宛先が明記されていない。記録用に作成されたものと思われる。文書番号は注 59を
参照。
（58）サイン・ノヤン部ウールド旗旗長。［包 1995 : 804］、［Шархүү1984 : 137］と『王公表傳』 : 674参照。
（59）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.36,乾隆 46年。
（60） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.461,H.20,乾隆 46年と Ф.M–9,T.1,XH.187,XT.8b–9b,乾隆 46年。これは 2ヶ所に収録され
ている同じ内容の文書である。以下同様。








（66）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.405,XT.57b–66a,乾隆 53年。
（67） 注 68の文書より、おそらく中右旗旗長頭等台吉ユンデンドルジが副盟長であったと考えられる。［包 1995 : 
514–515］参照。
（68）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.405,XT.57b–66a,乾隆 53年。
（69）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.405,XT.57b–66a,乾隆 53年。
（70）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.407,XT.103a–115a,乾隆 53年。
（71）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.405,XT.213a–214a,乾隆 53年。
（72）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.407,XT.318a–320a,乾隆 53年と Ф.M-9,T.3,XH.766,H.3,乾隆 53年。
（73）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.19,乾隆 54（1789）年。
（74）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.20,乾隆 54年と Ф.M–9,T.1,XH.437,XT.152b–154a,乾隆 54年。
（75）どの旗の人かは不明である。
（76）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.13,乾隆 54年と Ф.M–9,T.1,XH.437,XT.258a–265b,乾隆 54年。
（77）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.429,XT.99a-102b,乾隆 54年。
（78）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.13,乾隆 54年と Ф.M–9,T.1,XH.437,XT.258a–265b,乾隆 54年。
（79）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.429,XT.150b-154b,乾隆 54年、Ф.M-9,T.1,XH.429,XT.247a–247b,乾隆 54年。
（80）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59（1794）年の文書から副将軍の名が確認できる。
（81）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.814,H.16,乾隆 54年、Ф.M–9,T.3,XH.855,H.2,乾隆 55（1790）年。
（82） 文書ではオチョン・チョローとも呼称され、この岩はオラーン・ハガラガ山の東に位置する 1つの岩だと推
測できる。
（83）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59年。
（84）史料① : Ф.M–186,T.1,XH.2,H.1,乾隆 55年。
（85）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59年。
（86）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.943,H.5,乾隆 57（1792）年。
（87）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.943,H.5,乾隆 57年、Ф.M–9,T.3,XH.943,H.16,乾隆 57年。
（88）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.984,H.3,乾隆 58（1793）年、Ф.M–9,T.3,XH.984,H.15,乾隆 58年。
（89） 本文書は文書番号が付されていない。史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1215,H.12,嘉慶 4（1799）年の文書のすぐ後ろに
ある文書である。
（90）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.7,乾隆 59年と Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59年。
（91）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1027,H.3,乾隆 59年。
 53東北アジア研究 19号（2015）




（96）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1086,H.23,嘉慶 2（1797）年、Ф.M–9,T.3,XH.1086,H.1,嘉慶 2年。
（97）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1137,H.1,嘉慶 3（1798）年、Ф.M–9,T.3,XH.1178,H.2,嘉慶 3年。
（98）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1215,H.12,嘉慶 4（1799）年、Ф.M–9,T.3,XH.1188,H.12,嘉慶 4年。
（99）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1266,H.6,嘉慶 5（1800）年。
（100）［Сономдагва1998 : 9］、［包 1995 : 524］参照。
（101）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1266,H.1,嘉慶 5年。
（102）詳細は不明である。
（103）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.1266,H.6,嘉慶 5年。
（104） ［包 1995 : 748］、［Шархүү1984 : 131］と『王公表傳』 : 661参照。ただし、これらの参照文献ではこの人物が
参贊に任命されていたという記録がない。
（105）［包 1995 : 551］、［Шархүү1984 : 158–159］と『王公表傳』 : 621参照。
（106）史料① : Ф.M–9,T.4,XH.478,H.3,嘉慶 5年と Ф.M–9,T.1,XH.746,XT.127a–127b,嘉慶 5年。
（107）史料① : Ф.M–9,T.4,XH.478,H.2,嘉慶 5年。
（108）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.746,XT.290a-291b,嘉慶 5年。
（109）史料① : Ф.M–9,T.4,XH.478,H.2,嘉慶 5年と Ф.M–9,T.5,XH.245,H.1,嘉慶 5年。
（110）該文書の前の部分が欠如しているものの、文書全体の文脈から送り手が左翼前旗であることが把握できる。
（111）史料① : Ф.M–9,T.5,XH.245,H.1,嘉慶 5年。
（112）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3384,H.10,道光 24（1844）年。
（113）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3384,H.20,道光 24年。
（114）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3433,H.15,道光 25（1845）年。
（115）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3469,H.51,道光 26（1846）年。
（116）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3469,H.51,道光 26年。
（117） サイン・ノヤン旗旗長サイン・ノヤンであり、道光 26年に該部盟長に任命された。［Сономдагва1998 : 168］
参照。
（118）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3469,H.51,道光 26年。
（119） 史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.25,道光 27（1847）年と Ф.M–9,T.3,XH.3520,H.25,道光 27年。また、両管旗章
京がそれぞれどの旗に属するかは不明である。
（120）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.23,道光 27年。
（121）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.23,道光 27年。
（122）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.23,道光 27年。
（123）史料① : Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.23,道光 27年。
（124）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2144,XT.184a–184b,道光 27年。
（125）どの旗に所属するかは確認できない。
（126） 左翼前旗の印務を管理する協理台吉ツェブデンダシが参加する予定であったが、馬から転落したため、代
わりに管旗章京を行かせた（史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.150b–151a,道光 27年）。
（127）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.170a–171b,道光 27年。
（128）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.317a–318b,道光 27年と Ф.M–9,T.1,XH.2148, XT.170a–171b,道光 27年。
（129）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.317a–318b,道光 27年。
（130） 史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.170a–171b,道光 27年（Ф.M–9,T.3,XH.3521,H.33,道光 27年とФ.M–9,T.3,XH.3521, 




（134）史料① : Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.172a–172b,道光 27年、Ф.M–9,T.1,XH.2148,XT.317a–318b,道光 27年。
（135） 史料②（所蔵番号は確認できていないが、［Heissig1978 : 42–43］と同じものである）。その他、史料② : 851/ 
96,光緒 18（1892）年（トシェート・ハン部左翼前旗の牧地図）、史料② : 326/96,光緒 33（1907）年（サイン・
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